
南

方
（
南
洋
諸
島
・
他
）
　 

一
将
功
な
ら
ず
し
て

万
卒
枯
れ
ず
　 

―
サ
ン
ゴ
礁
・
死
守
の
話
―

島
根
県
　
藤
原
善
則
　 

私
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
三
日
生
ま
れ
で
す
。

祖
父
と
両
親
、
私
は
長
男
で
弟
妹
七
人
で
、
計
十
一
人
家
族
で

し
た
。
我
が
家
の
先
祖
（
七
代
）
が
、
出
雲
松
江
藩
松
平
の
殿

様
の
温
情
に
よ
っ
て
、
下
級
武
士
の
弟
子
に
、
少
し
で
も
豊
か

な
生
活
を
さ
せ
る
た
め
に
、（
旧
村
名
・
八
川
村
）
の
荒
廃
の

土
地
を
開
墾
せ
よ
と
与
え
ら
れ
、
そ
こ
に
住
居
し
ま
し
た
。
そ

し
て
開
墾
し
た
田
地
一
丁
三
反
歩
、
山
林
五
十
町
歩
を
代
々
受

け
継
ぎ
、
家
畜
も
牛
が
数
頭
い
て
、
分
家
（
新
宅
）
も
四
軒
と

な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
、
八
川
村
尋
常
高
等
小
学

校
高
等
科
卒
業
、
在
学
八
年
の
間
に
満
州
事
変
、
第
一
次
上
海

事
変
、
二
・
二
六
事
件
等
あ
り
、
子
供
心
に
も
大
変
物
騒
な
世

の
中
に
な
っ
た
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
八
年
頃
で
は

な
か
っ
た
か
荒
木
貞
夫
陸
軍
大
将
の
提
案
に
よ
り
、
主
と
し
て

勤
労
少
年
を
対
象
と
し
た
青
年
学
校
を
創
設
し
、
徴
兵
検
査
の

年
ま
で
の
五
年
間
、
主
と
し
て
、
軍
事
教
練
を
目
的
と
し
た

町
、
村
立
青
年
学
校
を
開
校
す
る
事
と
な
っ
た
。
私
は
高
等
科

を
卒
業
と
同
時
に
産
業
組
合
（
現
在
の
農
協
）
に
も
勤
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
組
合
の
許
可
も
あ
っ
て
八
川
村
立
青

年
学
校
本
科
第
一
年
に
入
学
し
た
。



場
所
は
小
学
校
の
校
庭
、
雨
天
の
場
合
は
学
校
の
空
室
を
利

用
し
て
週
二
日
位
、
時
に
は
夜
間
教
練
も
あ
っ
た
。
指
導
員
は

退
役
軍
人
の
伍
長
勤
務
上
等
兵
が
任
命
さ
れ
た
。
翌
年
本
科
二

年
生
に
進
級
し
た
七
月
、
盧
溝
橋
事
件
が
発
端
で
支
那
事
変
と

な
り
、
引
き
続
き
第
二
次
上
海
事
変
が
再
発
し
、
遂
に
事
変
は

日
中
全
面
戦
争
と
な
っ
た
。
同
時
に
関
東
軍
そ
し
て
内
地
の
、

各
連
隊
か
ら
現
役
兵
が
続
々
と
派
遣
さ
れ
、
八
月
に
は
予
備
役

軍
人
の
大
動
員
が
あ
り
、
本
校
の
指
導
員
も
全
員
召
集
さ
れ
戦

地
に
派
遣
さ
れ
た
。

昭
和
十
四
年
に
は
青
年
学
校
も
半
ば
義
務
制
と
な
り
、
特
別

な
者
を
除
き
強
制
的
に
入
学
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
各
町
村
に

専
用
校
舎
が
建
て
ら
れ
教
育
も
軍
隊
の
予
備
校
的
な
存
在
と

な
っ
た
。

そ
し
て
一
方
、
十
四
年
九
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し

た
。
私
は
昭
和
十
六
年
四
月
、
本
科
五
年
生
に
進
級
し
、
徴
兵

検
査
を
受
け
る
年
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
五
月
十
日
、
三
成
小
学
校
講
堂
に
於
い
て
、
仁

多
郡
十
ヶ
町
村
全
域
の
該
当
者
、
約
三
百
人
が
集
ま
り
合
同
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
松
江
連
隊
か
ら
、
加
村
大
佐
が
徴
兵
執
行

官
と
し
て
来
ら
れ
、
軍
医
将
校
・
衛
生
下
士
官
及
び
衛
生
兵
等

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
壮
丁
体
力
保
健
検
査
簿
」
に
体

力
・
視
力
そ
の
他
各
項
目
別
に
記
入
さ
れ
、
決
定
表
が
執
行
官

の
手
元
に
提
出
さ
れ
、
加
村
大
佐
か
ら
私
が
呼
び
出
さ
れ
、

「
藤
原
善
則
、
弱
視
の
為
第
二
乙
種
合
格
」
で
即
復
唱
し
て
終

了
で
し
た
。

早
い
も
の
で
八
月
初
め
に
は
、
甲
種
合
格
者
に
対
し
て
は
現

役
兵
と
し
て
入
隊
通
知
が
き
た
。
ま
た
私
達
第
二
乙
種
は
第
一

補
充
兵
に
繰
り
上
げ
通
知
が
き
た
。
す
で
に
第
一
乙
種
は
現
役

入
隊
と
な
っ
て
い
た
。
大
東
亜
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
第
二
は
第

一
に
第
三
は
第
二
に
と
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ
に
な
っ
た
。

同
級
生
達
の
入
隊
は
、
早
く
も
昭
和
十
六
年
十
二
月
一
日
の

現
役
入
隊
者
八
人
で
始
ま
っ
た
。
彼
ら
は
三
十
日
の
朝
、
同
級

生
の
先
陣
を
切
っ
て
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
て
、
浜
田
西
部
第

三
部
隊
へ
入
隊
し
た
。

第
二
陣
の
現
役
入
隊
三
人
は
十
二
月
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の

朝
ラ
ジ
オ
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
は
米
英
と
の
開
戦
、
真
珠
湾
攻
撃



で
大
戦
果
を
あ
げ
た
と
の
放
送
が
あ
っ
た
。
明
け
て
昭
和
十
七

年
一
月
六
日
（
入
隊
十
日
）
に
五
人
の
召
集
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
二
人
は
広
島
部
隊
、
三
人
は
松
江
西
部
六
十
四
部
隊
へ
と
十

日
に
入
隊
し
た
。
こ
の
入
隊
者
は
開
戦
当
時
、
松
江
の
吉
沢
部

隊
が
バ
タ
ー
ン
半
島
の
攻
防
の
激
戦
で
勝
利
は
し
た
も
の
の
部

隊
の
八
〇
％
の
犠
牲
者
が
出
た
た
め
の
補
充
要
員
で
、
三
月
十

日
、
第
一
期
の
検
閲
が
終
わ
る
と
直
ち
に
夏
部
隊
補
充
要
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
。

私
の
召
集
は
三
月
十
九
日
、
召
集
令
状
を
役
場
の
吏
員
の
方

か
ら
届
け
ら
れ
た
。

「
臨
時
召
集
令
状
部
隊
名
日
時

松
江
西
部
六
十
四
部
隊
　
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
五
日
午

前
八
時
ニ
同
部
隊
ニ
入
隊
ス
ベ
シ
松
江
連
隊
区
司
令

部
」

と
あ
り
、
そ
の
他
入
隊
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
が
記
載
し
て

あ
っ
た
。
吏
員
さ
ん
の
話
で
は
「
八
川
村
で
四
人
の
召
集
が
あ

り
、
内
二
人
は
組
合
職
員
の
方
で
す
。
ま
た
い
ず
れ
村
主
催
の

入
隊
者
の
祈
願
行
事
が
あ
り
ま
す
が
後
日
連
絡
が
あ
り
ま
す
」

と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
。
出
発
ま
で
四
日
間
、
そ
の
間
組
合
の
事

務
の
引
き
継
ぎ
、
祈
願
祭
、
各
種
の
送
別
会
や
挨
拶
回
り
で
、

四
日
間
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
た
。
出
発
の
日
の
早
朝
、
家

内
中
が
入
隊
の
祝
膳
に
つ
く
。
こ
れ
が
家
族
と
の
最
後
の
会
食

と
な
る
か
も
し
れ
ぬ
。
祖
母
や
父
は
今
更
言
う
事
も
な
く
、
た

だ
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
れ
と
言
い
、
母
は
無
言
で
一
筋
の
涙

を
流
し
て
い
た
。
出
発
時
刻
も
近
づ
き
見
送
り
の
人
達
と
共
に

駅
に
行
く
。
駅
に
は
す
で
に
隣
村
や
先
に
き
て
い
る
入
隊
者
の

見
送
り
の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

無
事
松
江
駅
に
着
い
た
。
駅
前
に
は
入
隊
者
の
た
め
の
宿
舎

案
内
所
が
六
カ
所
あ
り
、
下
士
官
の
人
が
い
ろ
い
ろ
説
明
し
て

宿
舎
先
の
証
明
書
を
渡
さ
れ
、
同
宿
舎
の
人
達
と
共
に
宿
舎
に

着
い
た
。

そ
こ
に
は
先
着
の
入
隊
者
と
付
添
い
の
人
達
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
、
一
ま
ず
落
ち
着
く
。
米
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
物
資
が

統
制
さ
れ
て
い
た
が
、
入
隊
者
と
い
う
事
で
食
事
も
十
分
で
酒

も
二
本
ず
つ
つ
い
た
。
朝
食
は
入
隊
者
の
み
お
頭
付
き
の
肴
と

赤
い
蒲
鉾
、
赤
飯
の
祝
膳
が
出
た
。
六
時
半
に
一
同
出
発
し
連

隊
に
向
か
う
。

営
門
前
に
到
着
す
る
と
既
に
黒
山
の
人
で
あ
っ
た
。
八
時
に



な
る
と
入
隊
者
は
奉
公
袋
と
着
替
え
等
定
め
ら
れ
た
物
を
入
れ

た
風
呂
敷
包
を
持
っ
て
、
第
三
履
練
兵
場
に
集
合
、
十
人
ず
つ

下
士
官
に
引
率
さ
れ
第
一
履
練
兵
場
に
移
動
し
、
そ
こ
で
軍
医

か
ら
簡
単
な
身
体
検
査
を
受
け
、
合
格
し
た
者
か
ら
中
隊
の
下

士
官
に
引
率
さ
れ
各
中
隊
に
行
く
。
私
は
第
一
中
隊
第
四
班
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

班
内
に
入
る
と
、
専
任
の
初
年
兵
係
で
あ
る
松
原
上
等
兵

（
後
兵
長
）
か
ら
藤
原
の
場
所
は
こ
こ
だ
と
教
え
ら
れ
、
寝
台

の
向
こ
う
の
整
頓
箱
に
藤
原
善
則
と
書
い
た
札
が
貼
っ
て
あ
っ

た
。
そ
し
て
寝
台
の
上
に
上
装
の
軍
服
、
正
帽
、
下
着
（
襦

袢
、
腰
下
）
軍
足
、
そ
し
て
軍
靴
、
上
履
等
が
揃
え
て
あ
っ

た
。
上
等
兵
か
ら
早
速
私
服
を
軍
服
に
着
替
え
、
終
わ
っ
た
者

か
ら
舎
前
の
営
庭
に
集
合
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
五
人
位

集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
上
等
兵
の
引
率
で
面
会
所
前
の
付
き
添
い

人
の
い
る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
、
各
自
が
私
物
を
渡
し
、
簡
単
な

別
れ
の
挨
拶
を
す
る
。
班
内
で
は
古
兵
達
が
昼
食
の
準
備
の
最

中
で
あ
っ
た
。

食
事
中
、
古
兵
達
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を
聞
か
れ
た
り
、
こ

ち
ら
か
ら
話
し
か
け
た
り
し
て
、
和
や
か
に
食
事
を
終
わ
る
。

午
後
の
三
時
頃
に
入
隊
者
（
二
十
二
人
）
全
員
が
揃
っ
た
と
こ

ろ
で
、
上
等
兵
か
ら
改
め
て
各
自
の
私
物
や
支
給
品
を
整
理
整

頓
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

八
時
の
点
呼
三
十
分
前
に
な
り
点
呼
準
備
を
す
る
。
班
内
の

掃
除
や
整
頓
を
す
る
。
各
自
が
寝
台
前
に
整
列
、
専
任
上
等
兵

が
人
員
を
確
認
し
、
や
が
て
班
長
と
班
付
の
班
長
二
人
が
こ
ら

れ
、
専
任
上
等
兵
が
報
告
す
る
間
も
無
く
、
点
呼
ラ
ッ
パ
が
鳴

り
渡
る
。

第
一
期
の
検
閲
終
了
後
、
人
事
係
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
、
中

隊
長
室
へ
行
き
、
中
隊
長
か
ら
直
接
「
藤
原
、
下
士
官
候
補
生

を
受
験
せ
よ
」
だ
っ
た
。
私
は
長
男
で
、
軍
人
生
活
を
長
く
す

る
気
持
ち
が
無
い
上
に
弟
や
妹
が
多
く
い
る
の
で
「
お
言
葉
は

有
難
く
身
に
余
る
光
栄
で
す
が
御
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
」
と
言

う
と
、「
残
念
だ
が
そ
う
か
」

、
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
旬
日
を
経

ず
同
期
の
戦
友
は
外
地
へ
と
出
征
し
ま
し
た
。
私
は
原
隊
に
残

留
で
、
次
期
入
隊
者
の
教
育
係
助
手
を
務
め
よ
と
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。（
教
育
係
将
校
・
同
じ
く
下
士
官
と
教
育
係
上
等
兵
・

そ
の
下
で
親
身
に
な
っ
て
入
隊
者
の
世
話
を
す
る
の
が
教
育
係



助
手
で
す
）

。

私
の
過
去
、
青
年
学
校
の
成
績
や
入
隊
後
一
期
の
諸
動
作
等

に
て
教
育
助
手
に
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
引
き
続

き
、
昭
和
十
七
年
十
月
ま
で
六
期
の
兵
隊
教
育
に
携
わ
り
ま
し

た
。
同
期
の
中
に
は
特
業
と
言
っ
て
縫
工
・
靴
工
等
が
現
隊
に

残
留
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
春
頃
、
満
州
よ
り
満
期
で
帰
っ
て
来
た
兵
隊
が

居
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
気
が
荒
く
、
誰
彼
か
ま
わ
ず
暴
力
を
振

る
い
、
私
的
制
裁
を
行
い
「
興
安
嶺
嵐
を
見
せ
た
ろ
か
」
と
怒

鳴
っ
て
た
。
思
え
ば
哀
れ
な
先
輩
達
だ
っ
た
。
な
お
、
世
評
で

は
松
江
連
隊
区
出
身
軍
人
は
、
威
厳
に
欠
け
る
が
温
和
で
協
調

性
が
有
り
、
他
府
県
の
部
隊
軍
人
と
も
真
面
目
に
付
き
会
う
事

が
で
き
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
五
日
、
出
動
命
令
で
東
部
第
一
二
五
〇

一
部
隊
編
入
と
な
り
、
松
江
の
屯
営
を
出
発
し
ま
し
た
。
列
車

に
て
門
司
に
着
き
乗
船
。「
長
野
丸
」
七
〇
〇
〇
ト
ン
の
御
用

船
で
し
た
。

自
分
達
の
他
に
四
国
松
山
連
隊
、
広
島
県
の
福
山
連
隊
を
加

え
た
三
個
連
隊
の
兵
員
で
船
は
満
杯
で
し
た
。
海
軍
の
護
衛
艦

は
敷
設
艦
が
二
隻
前
後
に
い
て
警
戒
し
て
く
れ
て
い
た
。
豊
後

水
道
か
ら
外
洋
に
出
て
南
下
か
と
思
っ
た
ら
、
敵
潜
水
艦
が
出

没
し
て
い
る
と
の
情
報
で
東
方
の
伊
豆
半
島
沖
を
経
て
、
伊
豆

七
島
の
父
島
・
母
島
、
小
笠
原
諸
島
沿
い
に
船
は
南
下
。
潜
水

艦
の
攻
撃
を
受
け
た
時
の
諸
注
意
事
項
を
申
し
渡
さ
れ
、
な
ん

だ
か
今
に
も
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
少

し
心
配
だ
っ
た
。

途
中
よ
り
護
衛
艦
は
無
く
、
単
船
「
長
野
丸
」
か
ら
見
渡
す

限
り
の
大
海
原
で
し
た
。
水
平
線
が
丸
く
見
え
て
、
本
当
に
地

球
は
ま
る
い
と
感
じ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
島
に
着
岸
し
ま
し
た
。
燃
料
（
油
）
と
飲
料
水
を

積
み
込
ん
で
再
び
出
航
し
ま
し
た
。
当
時
、
軍
首
脳
部
は
、
戦

局
の
悪
化
に
よ
り
、
太
平
洋
正
面
の
前
衛
戦
を
内
南
洋
の
ト

ラ
ッ
ク
島
を
中
心
と
す
る
カ
ロ
リ
ン
群
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

を
結
ぶ
線
を
本
土
の
絶
対
防
衛
線
（
絶
対
国
防
圏
）
と
し
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
防
衛
線
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
部
隊
を

編
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
江
部
隊
は
十
二
月
五
日
、「
作



戦
命
令
甲
下
令
」
が
あ
り
、
東
部
第
一
二
五
〇
一
部
隊
に
編

入
、
濠
北
反
撃
作
戦
が
企
画
さ
れ
、
連
合
艦
隊
の
根
拠
地
で
あ

る
ト
ラ
ッ
ク
、
サ
イ
パ
ン
、
グ
ァ
ム
の
防
衛
の
た
め
、
前
記
カ

ロ
リ
ン
群
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
島
嶼
の
防
衛
強
化
が
な
さ

れ
た
。

南
洋
諸
島
守
備
隊
の
編
成

南
海
第
一
支
隊
　
二
個
連
隊
　
備
一
一
二
二
一
部
隊

マ
ロ
エ
ラ
ッ
プ
、
マ
ー
シ
ャ
ル

南
海
第
二
支
隊
　
三
個
連
隊
　
備
　
四
三
七
二
部
隊

ク
サ
イ
、
マ
ー
シ
ャ
ル

南
海
第
三
支
隊
　
三
個
連
隊
　
ポ
ナ
ペ
、
カ
ロ
リ
ン
群
島

広
島
西
部
第
二
、
浜
田
第
三
海
軍
陸
戦
隊

南
海
第
四
支
隊
　
一
個
連
隊
　
備
一
二
五
〇
一
部
隊

松
江
第
六
十
四
、
久
留
米
戦
車
中
隊

工
兵
中
隊
、
海
軍
陸
戦
隊
、
モ
ー
ト
レ
ッ
ク
島

南
海
第
五
支
隊
　
二
個
連
隊
　
備
一
二
五
〇
三
部
隊

福
山
第
六
十
三
、
海
軍
陸
戦
隊
、

南
海
第
五
支
隊
　
二
個
連
隊
　
備
一
二
五
〇
三
部
隊

松
山
西
部
第
六
十
二
、
パ
ラ
オ
よ
り

ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア

な
お
、
松
江
西
部
第
六
十
四
部
隊
の
留
守
担
当
は
、
千
葉
の

柏
第
一
二
五
〇
一
部
隊
と
な
る
。
改
め
て
十
八
年
軍
令
で
南
海

第
四
支
隊
に
改
編
、
十
二
月
五
日
、
完
結
の
命
が
出
た
。

編
成
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

支
隊
長
　
飛
田
大
佐
　
　
第
一
中
隊
長
　
藤
原
中
尉

副

官
　
杉
村
中
尉
　
　
第
二
中
隊
長
　
田
中
中
尉

兵

器
　
田
原
中
尉
　
　
第
三
中
隊
長
　
黒
川
中
尉

主

計
　
田
村
少
尉
　
　
機
関
銃
隊
長
　
神
原
大
尉

軍

医
　
中
曽
根
中
尉
　
歩
兵
砲
隊
長
　
本
田
大
尉

軍

医
　
久
保
田
少
尉
　
戦
車
隊
長
　
堤
大
尉

軍

医
　
田
村
少
尉
　
　
工
兵
隊
長
　
森
川
中
尉

砲
兵
隊
長
　
古
賀
少
尉

右
の
他
に
も
多
く
の
兵
力
が
あ
っ
た
と
思
う
。
ト
ラ
ッ
ク
島

は
海
軍
基
地
で
、
ま
る
で
お
城
の
よ
う
な
戦
艦
を
は
じ
め
多
く

の
艦
艇
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
十
八
日
、
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
諸
島
の
サ
ト
ワ

ン
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
南
洋
派
遣
（
柏
）
第
一
二
五
〇
一
部



隊
で
、「
い
ろ
は
」
の
「
ろ
」
部
隊
で
、
私
は
指
揮
班
に
在
籍

し
ま
し
た
。
サ
ト
ワ
ン
島
は
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
諸
島
で
最
大
の
島

の
珊
瑚
礁
で
出
来
て
い
て
、
三
日
月
形
を
し
て
い
る
。
長
さ
は

約
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
標
高
五

〇
メ
ー
ト
ル
位
の
平
坦
な
島
で
、
中
央
部
に
飛
行
場
が
あ
り
、

海
軍
の
諸
施
設
が
完
備
し
て
い
た
。
飛
行
場
の
側
に
全
島
が
見

渡
せ
る
望
楼
が
あ
り
ま
し
た
。
原
住
民
は
約
二
千
人
、
軍
人
・

軍
属
が
千
三
百
人
で
、
陸
軍
の
設
備
も
整
っ
て
い
た
。

衣
食
住
の
「
衣
」
は
暑
い
国
で
す
か
ら
褌
一
本
で
よ
く
、

「
食
」
は
約
一
カ
年
の
分
の
備
蓄
が
あ
り
、「
住
」
は
「
衣
」
と

同
様
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
決
戦
と
な
る
と
敵
襲
に
対
し
て
如

何
に
防
ぐ
か
と
い
う
防
御
対
策
あ
る
の
み
で
し
た
。
こ
の
た
め

第
一
陣
は
蛸
壼
陣
地
を
構
築
、
こ
れ
を
二
重
三
重
に
各
区
画
を

決
定
し
、
す
ぐ
褌
一
本
に
な
っ
て
全
員
で
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
れ
に
続
い
て
各
隊
独
特
の
住
居
（
退
避
壕
）
を
造

り
ま
し
た
が
、
艦
砲
射
撃
や
飛
行
機
か
ら
の
重
量
爆
弾
に
対
処

す
る
に
は
か
な
り
堅
固
な
壕
で
な
い
と
対
応
で
き
ず
、
種
々
の

工
夫
を
凝
ら
し
て
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
各
隊
は
地
下
通
路
で

連
絡
で
き
る
よ
う
に
広
く
長
く
、
そ
し
て
ジ
グ
ザ
グ
に
掘
り
進

み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
業
に
は
軍
属
（
陸
軍
、
海
軍

共
に
）
の
方
々
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
食
料
の
備

蓄
用
の
壕
を
作
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
間
が
な

く
、
敵
の
進
攻
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
、

ネ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
う
ち
、
第
一
番
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
が
玉
砕

し
、
引
続
き
前
記
の
諸
島
が
逐
次
陥
落
、
玉
砕
し
ま
し
た
。
今

日
友
軍
が
倒
れ
、
明
日
は
わ
が
軍
だ
と
、
毎
日
が
決
戦
前
夜
の

心
構
え
だ
っ
た
。

そ
し
て
忘
れ
え
な
い
日
が
き
た
。
昭
和
十
九
年
五
月
一
日
、

早
朝
か
ら
敵
の
艦
載
機
（
偵
察
機
）
が
飛
来
、
超
低
空
で
縦
横

に
飛
び
回
っ
た
。
間
髪
を
入
れ
ず
戦
爆
両
用
機
が
数
十
農
飛

来
、
爆
弾
を
投
下
し
、
身
軽
に
な
っ
た
敵
機
は
波
状
攻
撃
で
機

関
砲
や
機
関
銃
を
乱
射
し
た
。
友
軍
も
少
数
の
高
射
機
関
銃
で

応
戦
す
る
も
、
衆
寡
敵
せ
ず
、
撃
破
さ
れ
た
。
敵
機
退
散
で
、

や
れ
や
れ
と
安
堵
し
た
途
端
、
全
身
を
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
な
重

圧
を
感
じ
た
。
物
凄
い
爆
発
音
と
爆
風
で
す
。

物
見
の
斥
候
が
飛
び
込
ん
で
き
て
「
海
面
い
っ
ぱ
い
に
ア
メ



リ
カ
戦
艦
が
列
を
な
し
て
本
島
に
向
か
っ
て
艦
砲
射
撃
を
始
め

ま
し
た
」
と
い
う
。
私
も
壕
の
陣
地
か
ら
顔
を
出
し
て
み
る

と
、
敵
艦
十
七
、
八
隻
が
砲
列
を
揃
え
て
一
斉
砲
撃
中
で
す
。

我
が
軍
は
全
員
退
避
で
地
下
壕
に
息
を
潜
め
て
、
ジ
ー
っ
と
待

つ
の
み
で
す
。
敵
弾
は
雨
霰
の
よ
う
に
飛
び
来
る
。

こ
の
時
、
サ
ト
ワ
ン
島
守
備
隊
長
で
あ
る
飛
田
正
武
大
佐
か

ら
の
言
葉
が
全
員
に
伝
え
ら
れ
た
。「
爆
撃
や
艦
砲
射
撃
の
後

に
敵
は
上
陸
し
て
く
る
。
そ
れ
ま
で
は
全
員
ジ
ー
っ
と
耐
え
忍

ん
で
く
れ
。
そ
の
後
に
敵
が
上
陸
し
て
き
て
肉
弾
戦
に
な
る
。

そ
の
時
は
、
俺
に
皆
さ
ん
の
命
を
下
さ
い
」
と
、
玉
砕
だ
っ

た
。長

い
長
い
沈
黙
が
約
五
時
間
続
い
た
。
ピ
タ
ッ
と
砲
撃
は
止

む
。
敵
が
上
陸
し
て
く
る
。
各
人
蛸
壺
陣
地
に
布
陣
し
、
迎
撃

準
備
完
了
。
伝
令
が
走
る
「
敵
影
た
し
、
爆
撃
、
艦
砲
射
撃
の

被
害
を
調
査
報
告
せ
よ
」
と
。
退
避
地
下
壕
の
お
陰
で
人
的
損

害
は
軽
微
だ
っ
た
。
私
の
中
隊
の
兵
一
人
が
爆
弾
の
破
片
で
腹

が
破
れ
、
内
蔵
が
飛
び
出
し
て
い
た
。
軍
医
は
余
命
幾
許
も
な

し
「
遺
言
を
聞
い
て
や
れ
、
水
は
絶
対
飲
ま
す
な
」
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
重
傷
者
が
水
を
飲
ん
だ
ら
即
絶
命
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
い
た
が
「
一
口
水
を
下
さ
い
」
と
懇
願
さ
れ
、
助
か
ら

ぬ
命
な
ら
、
本
人
の
望
み
を
叶
え
て
や
ろ
う
と
水
筒
の
水
を
与

え
て
や
っ
た
。
一
口
飲
み
「
あ
あ
旨
か
っ
た
」
で
絶
命
し
た
。

彼
は
広
島
県
の
僧
籍
の
軍
人
だ
っ
た
。
戦
後
、
そ
の
遺
族
を
尋

ね
た
が
不
明
で
し
た
。
そ
の
彼
の
最
期
の
一
言
「
お
母
さ
ん
」

を
私
は
伝
え
る
義
務
が
あ
る
と
思
っ
た
が
、
不
明
で
致
し
方
な

し
。
け
れ
ど
も
自
分
と
し
て
は
、
軍
医
の
言
葉
に
反
し
て
水
を

与
え
た
が
、
彼
が
に
っ
こ
り
笑
っ
て
の
「
有
難
う
」
と
「
お
母

さ
ん
」
の
声
は
、
五
十
年
経
過
し
た
現
在
も
脳
裏
に
残
っ
て
い

ま
す
。

敵
の
大
艦
隊
が
引
き
揚
げ
た
。
我
が
軍
の
損
害
、
死
傷
者
多

数
。
し
か
し
地
上
施
設
の
兵
舎
は
も
ち
ろ
ん
、
一
番
貴
重
な
食

品
格
納
庫
等
は
跡
形
も
な
く
完
膚
な
き
ま
で
破
壊
さ
れ
焼
失
し

た
。
制
空
権
・
制
海
権
は
敵
の
手
中
に
あ
り
、
以
後
の
物
資
補

給
は
絶
望
で
あ
る
。
自
活
し
て
飢
餓
と
の
戦
い
に
な
っ
た
。

「
ろ
」
隊
に
お
い
て
も
農
耕
班
、
漁
労
班
に
分
け
、
一
部
は

士
気
を
鼓
舞
す
る
意
味
で
慰
労
班
を
作
っ
た
。
傷
病
者
以
外
は

全
員
魚
捕
り
に
行
っ
た
。
農
地
を
耕
し
て
野
菜
作
り
に
励
ん



だ
。
私
は
手
先
が
器
用
だ
と
い
わ
れ
て
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・

ト
ラ
ン
プ
・
花
札
等
を
二
、
三
人
で
作
っ
た
。
ま
た
原
住
民

は
、
財
産
で
あ
る
椰
子
の
木
が
全
部
砲
撃
や
爆
撃
で
倒
さ
れ
た

た
め
、
老
人
や
女
は
涙
な
が
ら
に
泣
い
て
い
た
。
五
〇
本
も
の

椰
子
の
木
を
持
っ
て
い
た
ら
金
持
ち
だ
と
い
う
。
こ
の
財
産
を

失
い
、
元
の
ご
と
く
生
育
す
る
の
に
は
三
、
四
年
は
掛
る
の
で

す
。軍

隊
に
し
て
も
、
こ
の
孤
島
に
救
い
も
な
く
、
食
も
乏
し
い

現
状
で
、
し
か
も
敵
襲
の
有
り
無
し
も
不
明
、
こ
れ
が
戦
争
な

の
か
、
不
可
解
だ
と
自
問
自
答
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
に
門
司
の
港
を
船
出
し
て
モ
ー
ト
ロ
ッ

ク
諸
島
に
着
任
し
て
以
来
二
年
八
力
月
余
、
思
い
出
し
て
も
昭

和
十
九
年
春
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
に
悩
ま
さ
れ
た
。
爆

撃
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
は
別
と
し
て
、
グ
ラ
マ
ン
、
カ
ー
チ
ス
、

ベ
ル
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
等
の
戦
闘
機
・
爆
撃
機
・
偵
察
機
に
は
、

毎
日
定
期
・
定
時
刻
に
攻
撃
さ
れ
な
が
ら
、
よ
く
辛
抱
し
た
も

の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
早
朝
に
、
顔
見
知
り
の
原
住
民
が

き
て
「
兵
隊
さ
ん
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
負
け
た
」
と
言
っ
て

「
昨
夜
米
国
潜
水
艦
か
ら
水
兵
さ
ん
が
き
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
煙
草
を
く
れ
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
煙
草
を
す
っ
て
い
る
。

驚
い
て
い
た
ら
「
全
員
集
合
！
　
整
列
」
だ
っ
た
。
飛
田
大
佐

が
「
昨
日
正
午
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
日
本

全
国
民
に
対
し
終
戦
し
ま
す
」
と
の
玉
音
放
送
が
あ
っ
た
、
と

大
佐
は
手
放
し
で
涙
を
流
し
て
お
ら
れ
た
。
飛
田
正
武
大
佐
は

申
さ
れ
た
。「
世
に
『
一
将
功
な
り
て
万
骨
枯
る
』
と
は
何
事

ぞ
。
私
は
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
『
一
将
功
た
ら
ず
し
て
万

卒
死
な
せ
ず
』
で
す
」
と
、
本
当
に
武
士
道
の
精
神
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

私
は
昔
よ
り
言
葉
に
あ
る
「
人
生
は
禍
福
糾
え
る
縄
の
如

し
」
で
す
。
自
分
は
幸
福
だ
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
八
日
、
日
本
海
軍
の
敷
設
艦
「
巨
斎
」

が
火
器
一
切
取
り
除
い
た
丸
裸
で
迎
え
の
た
め
港
に
着
き
ま
し

た
。「
乗
船
せ
よ
」
と
の
命
令
に
て
、
日
本
に
向
か
っ
て
船
は

北
進
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
は
無
傷
で
復
員
す
る
が
、
多
く
の

戦
死
者
に
対
し
て
（
私
は
運
命
論
者
で
は
な
い
が
）
申
し
訳
無

く
思
う
。
生
き
残
っ
た
自
分
た
ち
は
、
罪
悪
感
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
人
生
を
送
り
、
国
の
た
め
に
平
和
日
本
に
力
を
尽



く
そ
う
と
、
甲
板
の
上
で
、
南
海
の
紺
碧
の
海
に
向
か
っ
て

誓
っ
た
。

日
一
日
と
寒
く
な
っ
て
き
た
。
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
九
日
、

横
須
賀
に
上
陸
、
元
重
砲
連
隊
の
跡
で
復
員
手
続
完
了
。

同
十
一
月
三
日
、
召
集
解
除
、
翌
四
日
夜
、
自
宅
に
帰
還
し
た
。

早
速
翌
朝
か
ら
近
隣
知
己
、
友
人
に
お
礼
の
挨
拶
回
り
を
し

た
。
出
征
前
の
農
産
業
協
同
組
合
に
復
職
し
て
、
す
べ
て
出
征

前
の
ご
と
く
に
な
り
ま
し
た
。
近
隣
に
は
、
た
く
さ
ん
の
戦
死

者
の
家
が
あ
り
、
無
事
復
員
を
大
き
な
声
で
喜
べ
な
い
状
況
で

し
た
。
戦
死
者
に
思
い
を
馳
せ
、
言
葉
を
慎
み
ま
し
た
。
そ
の

人
の
分
も
と
復
興
に
は
力
を
入
れ
て
働
き
ま
し
た
。

満
州
事
変
か
ら

玉
砕
地
マ
リ
ア
ナ
の
戦
い
ま
で
　 

愛
知
県
　
川
嶋
正
巳
　 

私
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
四
月
一
日
生
ま
れ
、
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
一
月
十
八
日
、
豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
第

一
機
関
銃
中
隊
に
入
り
ま
し
て
、
昭
和
九
年
四
月
よ
り
、
同
十

一
年
五
月
ま
で
主
と
し
て
北
部
満
州
に
お
い
て
満
州
事
変
に
参

加
し
、
昭
和
十
二
年
八
月
、
歩
兵
第
十
八
連
隊
第
一
大
隊
本
部

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
支
那
事
変
の
後
半
、
歩
兵
第
十
八
連
隊
だ
け
第
三
師

団
か
ら
抜
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
第
三
師
団
は
歩
兵
第
十
八
連
隊
、
静
岡

の
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
と
第
二
十
九
旅
団
、
名
古
屋
の
歩
兵
第

六
連
隊
と
岐
阜
の
歩
兵
第
六
十
八
連
隊
と
第
五
旅
団
と
い
う
四

つ
の
連
隊
と
二
つ
の
旅
団
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
三

師
団
か
ら
歩
兵
第
十
八
連
隊
だ
け
手
放
し
た
訳
で
す
。

こ
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
は
昭
和
十
七
年
七
月
こ
ろ
、
当
時
静

岡
の
第
二
十
九
旅
団
の
旅
団
長
が
歩
兵
団
長
と
な
っ
て
、
満
州

の
常
陽
で
編
成
さ
れ
た
歩
兵
団
に
入
っ
た
訳
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
満
州
へ
行
き
ま
し
た
。
当
時
は
平
時
編
成
で

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
軍
隊
の
中
か
ら
士
官
学
校

へ
ゆ
く
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
命
令
を
受
け
て
試
験
を
受
け
士

官
学
校
に
一
年
ほ
ど
い
て
帰
隊
し
ま
し
た
が
、
さ
ぼ
っ
て
お
り




